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１．概要（Summary ）： 

表面の濡れ性は接触角で比較が行われ、接触角が高

いものは撥水性が高く、接触角が低いものは撥水性が

低い。濡れ性は（1）式のヤングの式により記術され

る。γsV=γLVcosθ+γsL     （1） 

γsV：固体と蒸気の界面張力γLV：液体と蒸気の界面張

力γsL：固体と液体の界面張力 

一方、凹凸の微細構造を有する固体、あるいは表面

あらさの大きな固体の表面濡れ性に関しては Wenzel、

Cassie-Baxterモデルが提案されている。Wenzelモデ

ルでは、表面の凹凸に沿って液滴が広がるのに対し、 

Cassie-Baxter モデルでは凹凸に空気を巻き込み液滴

が広がる。空気の表面エネルギーが小さいことから、

Cassie-Baxter モデルでは平坦な面では親水性である

のに対し、同材料の凹凸構造では撥水性を示す結果と

なる場合もある。この時に凸部の幅(a)と間隔(b)の値

により凹凸を有した構造の接触角は（2）式で表わさ

れると報告されている。（2）式を用いて幅と間隔をパ

ラメータとしたｆを変化させることにより平面の接

触角に対する凹凸を有した構造の接触角が示される。 

Cosθ´=1/(b/a+1)2  (1+Cosθ) -1    (2) 

本検討は表面が同じ材料で種々の凹凸を有した構

造を作製し、さらには 3態系で評価を行うことを目的

とする。またその際にミクロンレベルの凹凸とナノメ

ータの凹凸を有した膜を形成することを目的にデア

ロイについても検を進めた表面エネルギーの異なる

層を付与し、撥水性、撥油性を制御することを目的と

する 

２．実験（Experimental）： 
めっき膜作製実験は全自動分極測定装置（HZ-7000, 

Hokuto Denko）、ミクロな凹凸構造は紫外線露光装置

と Cu めっき膜により作製した。評価は接触角測定

（DM-501, Kyowa）を用いて行った。 
３．結果と考察（Results and Discussion）： 
Fig.1 に Cu めっき+Cu-Ni めっき膜の構造体の SEM
像を示す。この試料を水中で逆転させ、オイルを滴下

した時の３態系の接触角測定

結果を Fig.2 に示す。A1、A2
は Fig.1 に示した構造の試料

であり、未処理はパターンの

ない平面状態の結果を示す。

A2 は表面を弗酸溶液でデ

アロイした試料である。ま

た Fig.3 にはその時の画像

を示す。 
 
測定結果から 3態系で接触角 160の超撥油を示すこと

が確認された。またデアロイのナノメータ処理をほど

こすことによりさらに表面状態を変化することが確

認された。 
 
 

Fig.1. An SEM image 
of a sample with micro 
paterns. 

Fig. 2 Contact angle measurement of the 
samples with aging time.  

10 µm 

Fig. 3 Images of contact angle measurement of the 
samples.  
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